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基本方針

学校教育金沢モデルを推進し、すべての

学年・教科において学力向上をめざしま

す。また、子どもたちがグローバル社会の

中で生きていくための広い視野と豊かな国

際感覚を育てていきます。

・教育に対する保護者の関心意識の醸成と家庭学習の重要性の周知

・英語指導講師やインストラクターの公募

・サマースクールの指導者や教科指導補助者としての地域人材の活用

※学習指導基準金沢スタンダ
ード
学習指導要領で定められた目
標を達成するため、金沢市児
童生徒の学力の状況に基づき
内容やその取り扱いにおいて、
全ての市立小中学校が共通に
取り組む本市独自の学習指導
基準。小学校では国・社・
算・理の4教科、中学校では
国・社・数・理・英の5教科で
定めており、重点的に指導す
る内容と発展的な内容の授業
を実施。

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

｢学校教育金沢モデル｣の推進
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

金沢市では、平成16（2004）年度から

｢学校2学期制｣の導入、教育特区による｢小

中一貫英語教育｣の実施、｢学習指導基準金

沢スタンダード※｣を柱とする、金沢独自

の学校教育モデルを推進しています。引き

続き、児童・生徒の状況を踏まえた丁寧な

指導による学力向上を実現するため、学校

教育金沢モデルをいっそう充実させる必要

があります。

Ⅲ

全国小中学校英語教育特区研究大会

小学1年 

小学2年 

小学3年 

小学4年 

小学5年 

小学6年 

中学1年 

中学2年 

中学3年 

学年 教科書等 

金沢版 
小学校英語 
副読本1

【第1期】 
聞く・話すを 
中心にした指導 

10

35 
+α 

140 
（+α） 

英語の音に慣れ親しみ 
簡単なあいさつができる 

○学級担任 
　スクールサポーター制度等で 
　ゲストティーチャーを活用し、 
　自然な英語に触れる機会を設ける 

○学級担任と指導講師等 
　英語指導講師、 
　英語インストラクター 
　とのT.T

○英語教員 
　必修英語及び選択教科「英語」を担当 
○ALT（外国語指導助手） 
　必修英語及び選択教科「英語」 
　での英語教員とのT.T
○英語指導講師 
　選択教科「英語」及び 
　生徒の学習状況に応じた 
　補充指導など 

身の回りのものを 
英語で言え、 
簡単な自己紹介ができる αは、 

ショート 
タイムでの 
指導時間 

αは、 
選択教科 
「英語」での 
指導時間 

身近な人の紹介や簡単な 
文を読んだり書いたりできる 

中学1年の前期程度の学力 

中学2年の前期程度の学力 

中学3年の後期程度の学力 

高校1年の前期程度の学力 

【第2期】 
聞く・話すを重視し 

読む・書くを段階的に指導 

【第4期】 
バランスのとれた 
4技能指導 

【第3期】 
聞く・話すを 
読む・書くに 
つなげる指導 

金沢版 
小学校英語 
副読本2

中1用 
教科書 

中2用 
教科書 

中3用 
教科書 

4技能指導 
用教材 

目指す英語力 指導内容 年間標準時数 備考 指導体制 

中 
学 
校 
英 
語 
副 
読 
本
 

英語公開授業

事業計画（主な事業とその内容）

〔小中一貫英語教育の充実〕
英語指導講師とインストラクター等の安

定確保を含め、担当指導教員の資質の向上

と指導体制の充実を図っていきます。また、

定期的に副読本を改訂するとともに、能力

判定テスト等を実施し、英語力の状況を把

握していきます。

〔それぞれの子どもに応じた授業の充実〕
学校の状況により少人数授業やティーム

ティーチングを推進し、子ども一人ひとり

に応じたきめ細かな指導の充実を図ってい

きます。

〔2学期制を活かしたきめ細かな
指導と評価〕
国の基準を超える授業時数を確保し、丁

寧な指導と評価を徹底するとともに、学期

途中の学習状況を保護者及び児童・生徒に

伝えます。また、学期途中となる夏休み等

の長期休業期間においても、サマースクー

ルの充実や家庭訪問等の実施により、学習

の継続性を確保します。

〔学習指導基準金沢スタンダードの
実践〕
学力調査により、金沢市の児童・生徒の

得意・不得意な分野等の状況を検証し、こ

れに対応した形で学習指導基準金沢スタン

ダードを定期的に見直し、指導に活かしま

す。
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基本方針

児童・生徒や保護者の多様化するニーズ

に応え、子どもの可能性を伸ばしていくと

ともに、学校のさらなる活性化と学校教育

全体の充実・発展をめざします。

・保護者や児童・生徒の意見を取り入れた中学校学校選択制の実施

・美術館や伝統文化を活かした学習における地域人材の活用

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

特色ある教育の推進
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

近年、学校教育に対する児童・生徒、保

護者のニーズが多様化しており、それらに

対応した教育の推進が求められています。

金沢市では今後、中核市への権限移譲に伴

って、県費負担教職員の任命権が移譲され

ると予想されることから、学校長の裁量権

の拡大など、学校の自主性・自律性の向上

による特色ある教育の実現に向けた環境が

整うと考えられます。また、本市には教

育・学習に活用可能な資源が豊富にあるこ

とから、これらを取り入れた特色のある教

育を推進することが求められます。

Ⅲ

■体験授業

加賀友禅

水引

金箔

事業計画（主な事業とその内容）

〔美術館や伝統文化を活かした教育
の推進〕
美術館との連携を図り、図工・美術、総

合学習、遠足等での美術館の活用や学芸員

による授業を実施します。また、中学生を

対象にした観能教室や地域文化の再発見や

継承のための事業を実施するなど、伝統文

化を学ぶ総合学習等を推進します。

〔情報教育の推進〕
教育プラザ富樫の研修等を通して、コン

ピュータを使った教科指導ができる教員を

増やし、児童・生徒の学習理解を深めるた

めの授業等で効果的に活用していきます。

また、子どもたちの発達に応じて情報を収

集し、整理・活用し、発信・表現できる能

力を情報モラルと併せて指導していきま

す。

〔学校の自主性・自律性の向上〕
県費負担教職員の任命権移譲を見据え、

予算執行も含め、学校長の裁量と責任の拡

大を図る取り組みを推進します。

〔中学校学校選択制の実施〕
平成18（2006）年度より中学校学校選

択制を導入し、児童・生徒や保護者のニー

ズに応えるとともに、特色ある学校づくり

を進め、教育に対する保護者の関心を高め

ていきます。併せて、通学区域外から山間

地の小中併設校を選択する生徒に対して

は、通学費補助を実施します。

〔学校図書館の充実〕
平成18（2006）年度からの学校図書整

備計画に基づいて、蔵書の整備を進めます。

また、司書教諭を中心に学校図書ボランテ

ィア等を効果的に活用し、魅力ある学校図

書館の運営に努めます。
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基本方針

コミュニティを活かしながら、知・徳・

体の調和の取れた子どもの育成をめざし、

多様な教育を進めます。

・不登校、特別支援教育の充実のための保護者を含めた市民の協力

※学習障害（LD）
学習障害とは、基本的には全
般的な知的発達に遅れはない
が、聞く、話す、読む、書く、
計算する、または推論する能
力のうち特定のものの習得と
使用に著しい困難を示す状態。
※注意欠陥多動性障害（ADHD）
注意欠陥多動性障害とは、年
齢あるいは発達に不釣り合い
な注意力及び衝動性、多動性
を特徴とする行動の障害で、
社会的な活動や学業の機能に
支障をきたすもの。

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

多様な教育の推進
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

近年、家庭や地域の教育力の低下が指摘

される中、不登校児童生徒数の増加や原因

の複雑化、問題行動の低年齢化、子どもの

体力や運動能力の低下など子どもの状況も

大きく変化しています。これらの課題に対

処しながら、子どもの豊かな心の育成と体

の健康保持・増進を図るとともに、豊かな

人間性の育成を図る教育が求められていま

す。

Ⅲ

■児童生徒の体力・運動能力の全国平均と比較（小学生）

52 

50 

48 

46 

44 

42 

40
男子 女子 男子 女子 男子 女子 

小4 小5 小6

握力　　　上体起こし　　　長座体前屈　　　反復横飛び　　　シャトルラン　　　50ｍ走　　　立ち幅とび　　　ボール投げ 

※H16のデータ、全国平均はH15データでこれを50とした指数 

■児童生徒の体力・運動能力の全国平均と比較（中学生）

教育プラザ富樫

※H16のデータ、全国平均はH15データでこれを50とした指数 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 
中1 中2 中3

52 

50 

48 

46 

44 

42 

40

握力　　　上体起こし　　　長座体前屈　　　反復横飛び　　　持久走　　　シャトルラン　　　50ｍ走　　　立ち幅とび　　　ボール投げ 

事業計画（主な事業とその内容）

〔心の教育・道徳教育の充実〕
学校教育活動全体を通して心の教育に取

り組むとともに、その中心となる道徳の授

業時数を確保し、子どもの心に響くよう内

容の充実を図ります。また、様々な体験活

動を通して道徳心や正義感等の社会性を育

成します。

〔特別支援教育の充実〕
特別支援教育担当者を中心とした各学校

の校内支援体制を構築するとともに、通常

学級に在籍する学習障害（LD）※や注意欠

陥多動性障害（ADHD）※等の発達障害児

を含めた特別に支援を要する児童・生徒に

対し特別支援教育指導補助員の派遣人数の

増加を図るなど、特別支援教育を充実しま

す。

〔健康教育の推進〕
家庭を含む地域、行政、学校が連携し、

こころの健康や体力の増進等のテーマに取

り組みます。子どもの基礎体力や運動能力

は学年が進むごとに低下傾向にあることか

ら、学校教育において外部人材も活用しな

がら教科体育の充実を図ります。

〔不登校・問題行動への対応〕
学校と教育プラザ富樫が連携しながら、

不登校・問題行動についての指導体制を構

築します。また、教員の資質向上を図ると

ともに、スクールカウンセラーや心と学び

の支援員等を効果的・機能的に派遣し、保

護者や家庭と協力しながら未然防止や解決

に向けて取り組みます。
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基本方針

地域住民のスポーツ活動や学習活動を支

援するため、地域の実情に応じた学校施設

の開放を進めるとともに、余裕教室の有効

利用を図ります。また、学校評議員制度や

全市一斉学校公開週間の実施等により外部

評価の充実を図り、地域からの信頼性を高

めていきます。

・保護者や地域住民のスクールモニターや外部評価への参加

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

地域に開かれた学校づくり
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

市内の小中学校では多様な学習ニーズに

応え、学校施設の有効利用を図るため、体

育館や運動場等の学校施設を地域住民に開

放してきました。こうした施設の開放だけ

でなく、今後は中学校学校選択制の導入に

伴い、これまで以上に学校情報の公開が求

められるようになり、学校が責任ある学校

運営を行って説明責任を果たしていくとと

もに、保護者に家庭教育についての義務や

責任を訴えていく必要があります。

Ⅲ

事業計画（主な事業とその内容）

〔スクールフォーラムの開催〕
教職員と保護者、地域住民がともに学校

づくりに取り組むための話し合いの場であ

るスクールフォーラムを開催し、多くの市

民の参加と内容の充実を図っていきます。

〔全市一斉学校公開週間の実施〕
特定の期間を定め、気軽に幅広く保護者

や地域住民が学校や子どもたちの様子を参

観するための全市一斉学校公開週間を実施

します。

〔外部評価の実施〕
子どもや保護者のアンケートを実施・公

開するとともに、外部評価システムの導入

を検討します。

〔学校施設の開放〕
体育館や運動場、生徒の減少に伴って生

じている余裕教室を有効に活用するため、

地域の実情に応じて社会教育や文化、スポ

ーツ活動等の利用機会を設けます。また、

夜間開放の際に必要な照明設備等の整備を

進めていきます。

〔学校評議員制度・スクールモニター
制度の実施〕
学校長の求めに応じて、保護者や地域の

有識者から学校運営について幅広く意見を

聞く場を持つ学校評議員制度を引き続き実

施します。また、学校外の子どもの様子等

を学校に報告する地域ボランティアである

スクールモニター制度の充実を図ります。

■学校公開週間の日数と参加者数の推移（市立工含む）

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0

（人） （日） 

H13 H14 H15 H16 H17（年度） 
 

参加者数　　　　　　日数 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

 

■スクールモニター参加者の推移（市立工除く）
（人） 

H13 H14 H15 H16 H17（年度） 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

■学校評議員数の推移（市立工含む）
（人） 

H13 H14 H15 H16 H17（年度） 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 
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基本方針

教職員の任命権移譲を視野に入れなが

ら、日々の実践を推進し、質の高い効果的

で体系化された教職員研修を実施し、金沢

の個性や魅力を伝えることのできる児童・

生徒を育てる教職員を養成します。

・民間人を登用した教職員研修の実施

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

教員の資質向上
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

金沢市では、教職員に対して文部科学省

の義務的研修に加え、授業力向上を中心と

した専門研修や地域の特色についての基礎

知識の涵養のための特別研修等の一般研修

を実施するとともに、児童生徒の学力低下、

教員の指導力向上の課題に対応するため、

授業力向上セミナー等の特別研修を実施し

てきました。今後、教職員の任命権の県か

ら中核市への移譲が予想されることから、

その推移を勘案しながら、指導・研修体制

の強化を図っていく必要があります。

Ⅲ

■金沢市立小中学校の教職員の人事に関する権限関係及び研修体系

［権限関係］ ［研修体系］

事業計画（主な事業とその内容）

〔研修プログラムの充実〕
教職員の指導力向上をめざし、初任者研

修や中堅教職員向けの10年経験者研修、学

校運営における指導者養成研修のほか、教

科指導力を高めるための授業力向上セミナ

ーやスーパーバイザー招聘講習を実施しま

す。

〔学校運営課題に対する研修〕
特別支援研修の年次全員受講や異校種間

交流体験研修による子どもの育ちの連続性

への理解、授業におけるコンピュータ活用

についての技能向上等、学校運営課題に対

する研修を実施します。

〔金沢らしさをつくる特別研修〕
小中一貫英語教育特区のいっそうの充実

のための指導技術力向上研修、郷土を愛す

る心を育てる提案型研修、学力向上をめざ

した金沢スタンダード活用研修、幼児教育

支援のための研究・研修等に取り組みま

す。

〔教員評価システムの確立〕
教員に対する評価システムを確立し、状

況の把握を行うとともに、評価に応じた処

遇によって児童・生徒への指導力向上につ

なげていきます。

石
川
県
教
育
委
員
会 

内　申 服務監督 

校長の意見申出 校長の意見を 
添付 

※金沢市では、平成12年度より教職員への 
　独自の研修を行っている。 

※指定都市は、給与負担をしていないが、 
　任命権は移譲されている。 

教職員の給与（都道府県が負担） 

任命（任免、分限、懲戒、給与決定等） 

金
沢
市
教
育
委
員
会 

金
沢
市
立
小
中
学
校 

①市町村の内申 
都道府県は市町村の内申をまって人
事を行う。 
→・都道府県は、市町村の内申なく
人事を行うことは原則としてで
きない。 
・都道府県は、市町村の内申を尊
重する必要はあるが、内申のと
おり発令する義務はない。 

 
②校長の意見 
校長の意見の申出があった場合、市
町村の内申にその意見を添付し、校
長の意見の反映を図っている。 
 
 

教職経験に応じた研修 
（経年研修） 

職能に応じた研修 
（職能研修） 

専門的知識 
技能に関する研修 
（専門研修） 

特別研修Ⅰ 

特別研修Ⅱ 
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基本方針

地域の児童・生徒数を見極めながら学校

施設の新造改築を進めるとともに、耐震化

やバリアフリー化、安全管理対策等を推進

することで、安全で安心できる学校づくり

を進めていきます。また、施設整備による

中学校の完全給食を実施します。

第
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元
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を
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第
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つ
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第
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章
安
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ま
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・
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つ
く
る

第
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

学校環境の整備・充実
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

少子化の進行によって金沢市の児童・生

徒数は減少傾向にありますが、地域別で見

ると増加している校下（校区）が見られる

ことから、地域間での不均衡を是正するた

め学校施設の整備が求められます。また、

地域住民の災害時の緊急避難場所としても

利用されることから、老朽化した学校の改

修や耐震化を進める必要があります。また、

本市の中学校では現在、24校のうち19校

で学校給食を実施していますが、完全給食

の実施に向けた施設の整備も必要となって

います。

Ⅲ

東部共同調理場（仮称）完成予想図

■小・中学校の耐震化率の推移

事業計画（主な事業とその内容）

〔安全管理の推進〕
テレビドアホンの設置や職員室、各教室

等の窓ガラス透明化、非常階段出入口扉の

設置、門扉、フェンスの整備など、学校に

おける児童・生徒の安全確保を図るための

管理の充実を図ります。

〔給食施設の整備〕
東部共同調理場（仮称）において給食供

用を開始するとともに、既存の施設の改

修・改築等の整備を進めます。

〔学校施設の大規模改造〕
築後20年を経過した校舎について、経年

により発生する建物の損傷、機能低下に対

する復旧措置及び教育内容に対応するため

の改装等の大規模改造を促進して教育環境

の改善を図り、学校教育の円滑な実施を支

援します。

〔学校施設の耐震化〕
学校施設は、児童・生徒が1日の大半を

過ごす生活の場であると同時に、地域住民

等の緊急避難場所の役割を果たすことか

ら、学校建物の耐震性能を確保し、防災対

策を促進します。

〔学校の新造改築〕
老朽化した学校を改築するとともに、第

2田上小学校（仮称）の新設など、地域の

児童・生徒数の変化の状況や校舎の老朽化

等に応じて学校施設の新造改築を進めま

す。

第2田上小学校（仮称）完成予想図

■児童数・学級数の推移

（推計を含む）（小学校）
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基本方針

生徒のニーズが多様化していく中、工業

教育を生かした進路を自らが選択し、実現

することができるようにするために、｢も

のづくりの基礎知識・技術｣、｢情報社会に

即応した情報処理技術｣、｢磨かれたデザイ

ン感覚と豊かな創造力｣を兼ね備えた生徒

を育成するとともに、良好な職業観や勤労

観を育むキャリア教育を推進します。

〔21世紀にふさわしい学校づくり
のための施設整備〕
築後40年が経過し老朽化の著しい校舎を

改築し、最先端技術や環境に対応した学校

とするため、平成16（2004）年に整備に

着手しました。今後、さらに工業教育のあ

り方を検討し、工業高校が担うべき役割に

適した施設整備を進めます。

〔民間人技術者の任用〕
民間で活躍している人材を教育現場の教

員に登用し、企業で培ったノウハウや体験

を踏まえた授業を通して、教職員、生徒等

の啓発を図り、学校を活性化させます。

〔職人大学校との連携〕
伝統的な木造建築の｢匠の技｣の継承と生

徒の能力向上のため、職人大学校と連携し、

優れた職人による指導を通してその技能と

知恵を学んでいきます。

〔デザインサマースクールの開講
（美術工芸大学との連携）〕
専門的なデザインの知識・習得や創造性

の養成を図るため、金沢美術工芸大学と連

携し、夏季休業中に大学の教員等の指導に

よる講座を開催します。

事業計画（主な事業とその内容）
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

市立工業高等学校の整備・充実
2  個性を活かした学校教育の推進

教育分野

現状と課題

今日、科学技術の進展に伴って産業・就

業構造の変化が進んでいます。市立工業高

等学校では、これまでも社会の変化に合わ

せた学科の改編等を行ってきましたが、今

日の社会情勢や産業界の工業高校に寄せる

ニーズに対応するとともに、多様化する生

徒のニーズに応える学校づくりを進めてい

く必要があります。

Ⅲ

民間技術者による実習授業 市立工業高校新体育館

■卒業生の進路の推移
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